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(57)【要約】
【課題】排気ガスの熱でナフテンを芳香族に転化できる
反応器を具えたディーゼルエンジン及び予混合圧縮着火
（ＰＣＣＩ）式のディーゼルエンジンを提供する。
【解決手段】ディーゼルエンジンに排気ガスの熱を利用
してナフテンを芳香族に転化できる反応器(6) を装着す
ることで、廃熱回収、熱効率の向上を図る。また、ＰＣ
ＣＩエンジンに反応器を装着することで、低負荷などの
低温度条件下ではセタン価の高いベース燃料（ナフテン
系燃料）を、高負荷条件下ではセタン価の低い改質油（
芳香族系燃料）を供給することで、ＰＣＣＩ運転領域を
飛躍的に拡大させてＣＯ2 の削減を図る。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
供給された燃料を自己着火させて燃焼させるエンジン本体と、前記エンジン本体から排出
される排気ガスの熱と脱水素触媒を用いてベース燃料の一部をベース燃料よりセタン価の
低い改質燃料に改質するとともに水素を生成する反応器とを有し、
　前記ベース燃料と前記改質燃料を前記エンジン本体に供給して燃焼させることにより駆
動されることを特徴とするディーゼルエンジン。
【請求項２】
前記水素を、前記エンジン本体に供給して燃焼させることを特徴とする請求項１記載のデ
ィーゼルエンジン。
【請求項３】
前記エンジン本体から排出された排気ガスを浄化する排気ガス浄化触媒を備え、前記水素
を前記排気ガス浄化触媒に供給して窒素酸化物を還元するための還元剤として使用するこ
とを特徴とする請求項１記載のディーゼルエンジン。
【請求項４】
前記改質燃料を、高負荷運転時にのみ前記エンジン本体に供給し、圧縮した高温の空気に
噴射することにより自己着火して燃焼させることを特徴とする請求項１記載のディーゼル
エンジン。
【請求項５】
相対的に高負荷とされる運転条件下では、前記改質燃料をより多く使用するとともに、相
対的に低負荷とされる運転条件下では、前記ベース燃料をより多く使用するように前記ベ
ース燃料と前記改質燃料の供給を制御し、燃料と空気の混合気を圧縮することにより自己
着火して燃焼させることを特徴とする請求項１記載のディーゼルエンジン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、圧縮着火エンジン用燃料、例えばナフテンを含有する軽油、Ａ重油、灯油等
をベース燃料とし、圧縮により自己着火を行なうエンジンであって、エンジンの排気ガス
の熱を利用した脱水素触媒による脱水素反応によって前記ベース燃料をよりセタン価の低
い改質燃料に改質する反応器を備えたディーゼルエンジンに係り、圧縮した空気に燃料を
噴射して自己着火させる通常のディーゼルエンジンにおける性能向上や、予混合圧縮着火
（ＰＣＣＩ，Premixed Charge Compression Ignition）式のディーゼルエンジンにおける
ＰＣＣＩ燃焼領域の拡大による燃費向上やＣＯ2 の排出量抑制に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　自動車から排出される窒素酸化物（ＮＯｘ）、粒子状物質（ＰＭ）、一酸化炭素（ＣＯ
）、炭化水素（ＨＣ）と、これら有害成分の大気中の濃度との間には一定の関係があると
考えられる。このため、大気環境改善の観点から、自動車から排出されるこれら有害排出
ガス成分の削減が強く求められている。さらに、地球温暖化防止のためには、化石燃料の
燃焼で排出されるＣＯ2 の削減が必要であり、自動車からのＣＯ2 排出の削減が求められ
ている。そこで、自動車用エンジンとして利用されているディーゼルエンジンにおいても
、有害排出ガス成分と排出ＣＯ2 の同時削減が求められており、そのため、ディーゼルエ
ンジンに対しては熱効率向上が求められるとともに、さらに熱効率の向上のために予混合
圧縮着火（ＰＣＣＩ，Premixed Charge Compression Ignition）燃焼が注目され、ディー
ゼルエンジンの一部の運転条件下で採用されつつある（このようなディーゼルエンジンを
ＰＣＣＩエンジンとも呼ぶ）。
【０００３】
　ディーゼルエンジンでの熱効率向上策（燃費向上及びＣＯ2 削減）としては、排気ガス
の熱回収が有効と考えられるが、排気ガス温度は比較的低く、有効な熱回収システムは実
用化されていない。
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【０００４】
　一方、ＣＯ2 と有害排出ガス成分の同時削減策として注目されているＰＣＣＩエンジン
では、燃焼の開始（着火）を燃料の自己着火に依存しているので、燃焼室内の温度が低い
冷機時や低負荷条件下では、着火性に優れた（セタン価の高い）燃料が求められている。
一方、燃焼室内の温度が高い高負荷条件下では、着火性の良好な燃料は、燃焼室内で多点
同時着火による急激な燃焼（ノッキング）を起こすので、ＮＯX や燃焼騒音の急増やエン
ジンの損傷を起こす事から、着火性の低い（セタン価の低い）燃料が有効である。すなわ
ち、ＰＣＣＩエンジンにおいては、エンジンの運転条件によって相反する着火性を有する
燃料が求められている。このため、ＰＣＣＩ燃焼が可能なディーゼルエンジンでの運転領
域は当該燃料の着火性、すなわちセタン価によって限定され、ＰＣＣＩエンジンの優位性
が制限されている。従って、運転条件によって着火性の異なる燃料を供給できれば、より
広範囲な運転領域でＰＣＣＩ燃焼が成立し、ＣＯ2 削減に大きく貢献できる。
【０００５】
　そこで、低温条件下ではセタン価の高い燃料を供給し、高温条件下ではセタン価の低い
燃料を供給する方法として、下記特許文献１乃至２に開示されているように、着火性の異
なる二種類の燃料を自動車に供給し、運転条件によって使用する燃料を変更するシステム
が提案されている。しかしながら、該システムを有する自動車を実用化するためには、二
種類の燃料を供給する社会インフラの構築が必要であり、かつ消費者は二種類の燃料を適
宜給油する必要があり、実用化に向けた大きな障害になっている。
【特許文献１】特開２００１－２５４６６０号広報
【特許文献２】特開２００５－１３９９４５
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ディーゼルエンジンでの熱効率向上策としては、排気ガスの熱を利用して（廃熱回収）
燃料を改質し、水素を回収できる装置を自動車に搭載できれば、空気を圧縮した後に燃料
を噴射して着火するディーゼルエンジンの熱効率向上に大きく貢献できると考えられる。
【０００７】
　また、ディーゼルエンジンの中でも、特にＰＣＣＩエンジンでは、一種類の燃料を自動
車に供給し、自動車で（オンサイトで）燃料を改質して着火性を変化させ、運転条件に適
合するように改質前後の燃料を適宜供給できれば、社会インフラの構築や消費者の利便性
悪化を来たすことなく、ＰＣＣＩ燃焼領域を大きく拡大でき、ＣＯ2 の削減に寄与できる
と考えられる。
【０００８】
　そこで、本発明は、自動車に設置され排気ガスの熱を有効に利用して作動する反応器に
よって燃料を改質するとともに水素を生成できるディーゼルエンジンを提供することによ
り、ディーゼルエンジンの性能向上を図るとともに、特にＰＣＣＩエンジンにおいては広
範囲の運転条件下でＰＣＣＩ燃焼を成立させうるようにすることを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明者らは、上記目的を達成するために鋭意研究に励んだ結果、圧縮着火エンジン用
燃料（例えば軽油、Ａ重油、灯油留分のナフテン系燃料）をベース燃料としてエンジン本
体に供給するディーゼルエンジンにおいて、エンジン本体からの排気ガスの熱を利用して
ベース燃料を脱水素反応で改質する脱水素触媒を充填した反応器を設け、これにベース燃
料、例えばナフテンを通過させ、これによってベース燃料よりも低い適切なセタン価を有
する改質燃料、例えば芳香族系燃料をオンサイトで製造し、これをエンジンに供給するエ
ンジンシステムが有効であることを見出し、以下に説明する本発明を完成させるに至った
。
【００１０】
　請求項１に記載されたディーゼルエンジンは、供給された燃料を自己着火させて燃焼さ
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せるエンジン本体と、前記エンジン本体から排出される排気ガスの熱と脱水素触媒を用い
てベース燃料の一部を改質燃料に改質することで水素を生成する反応器とを有し、前記ベ
ース燃料と前記改質燃料を前記エンジン本体に供給して燃焼させることにより駆動される
ことを特徴としている。
【００１１】
　請求項２に記載されたディーゼルエンジンは、請求項１記載のディーゼルエンジンにお
いて、前記水素を、前記エンジン本体に供給して燃焼させることを特徴としている。
【００１２】
　請求項３に記載されたディーゼルエンジンは、請求項１記載のディーゼルエンジンにお
いて、前記エンジン本体から排出された排気ガスを浄化する排気ガス浄化触媒を備え、前
記水素を前記排気ガス浄化触媒に供給して触媒に吸蔵されたＮＯX を還元させることを特
徴としている。
【００１３】
　請求項４に記載されたディーゼルエンジンは、請求項１記載のディーゼルエンジンにお
いて、前記改質燃料を、比較的低セタン価油でも利用できる高負荷運転時にのみ前記エン
ジン本体に供給し、圧縮した高温な空気に噴射することにより自己着火して燃焼させるこ
とを特徴としている。
【００１４】
　請求項５に記載されたディーゼルエンジンは、請求項１記載のディーゼルエンジンにお
いて、相対的に高負荷とされる運転条件下では、改質によって大きくセタン価の低下した
前記改質燃料をより多く使用するとともに、相対的に低負荷とされる運転条件下では、前
記ベース燃料をより多く使用するように前記ベース燃料と前記改質燃料の供給を制御し、
燃料と空気の混合気を圧縮することにより自己着火して燃焼させることを特徴としている
。
【発明の効果】
【００１５】
　このように、本発明のディーゼルエンジンは、吸熱反応により例えばナフテンを芳香族
に転化する脱水素触媒を充填した反応器を具えており、この反応器を排気ガスの熱で作動
させるものであるため、排気ガスの熱を有効利用して燃料改質を行ない、水素を生成する
ことができる。従って、特定の蒸留性状を有し、硫黄分、ベースのセタン価（ＣＮ）、改
質後のＣＮ及び密度が特定の範囲にある燃料油組成物を、これよりも低いセタン価を有す
る改質燃料に改質してディーゼルエンジンやＰＣＣＩエンジンに供給することができ、排
気ガスとＣＯ2 の効果的な同時削減を達成することが可能となる。
【００１６】
　また、本発明のディーゼルエンジンによれば、生成した水素はエンジン本体に供給して
燃焼させることにより、熱効率をさらに向上させることができる。
【００１７】
　また、本発明のディーゼルエンジンが、エンジン本体から排出された排気ガスを浄化す
る排気ガス浄化触媒を備えている場合、生成した水素を排気ガス浄化触媒に供給してＮＯ

X の還元剤として使用することができる。
【００１８】
　また、本発明のディーゼルエンジンが空気を圧縮した後に燃料を噴射して自己着火させ
るディーゼルエンジンエンジンである場合には、低温条件下（反応器が作動しない排気ガ
ス温度条件下）では、セタン価の高いベース燃料（例えばナフテン系燃料）をエンジンに
供給し、高温条件下ではセタン価の低い改質燃料（例えば芳香族系燃料）をエンジンに供
給することにより、廃熱回収、低セタン価燃料の利用、水素の活用を行うことができる。
【００１９】
　また、本発明のディーゼルエンジンが混合気を圧縮して自己着火させるＰＣＣＩエンジ
ンである場合には、低温条件下ではセタン価の高いベース燃料（例えばナフテン系燃料）
をエンジンに供給して低負荷限界を拡大し、高温条件下ではセタン価の低い改質燃料（例



(5) JP 2010-101195 A 2010.5.6

10

20

30

40

50

えば芳香族系燃料）を供給して高負荷限界を拡大すると同時に、廃熱回収と水素の活用を
図ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　１．第１実施形態（図１）
　以下に、本発明の第１実施形態を図１を参照して詳細に説明する。
　本例は、空気を圧縮して高温とし、ここに燃料を噴射して自己着火させるディーゼルエ
ンジンに係り、特に排気ガスの熱と脱水素触媒を用いてベース燃料を改質して水素を生成
する反応器を備えたディーゼルエンジンに関するものである。
【００２１】
　ベース燃料は、市販ディーゼルエンジンの場合と同様に、例えばナフテンを含有する軽
油のような圧縮着火エンジン用燃料を使用する。軽油の他、ナフテンを含有するＡ重油や
灯油も適用可能である。本例のディーゼルエンジンでは、ベース燃料と改質燃料を燃焼さ
せることが主目的であり、水素は副燃料としても使用可能な副生産物として位置づけられ
るため、ベース燃料及び改質燃料が共に圧縮着火エンジン用燃料として用いられるので、
改質によるセタン価の低下が過大とならないよう、比較的低濃度のナフテン含有燃料が用
いられる。
【００２２】
　ベース燃料は、ベース燃料タンク(1) から、ポンプ(2) に加圧されて噴射弁(3) からエ
ンジン本体(5) に供給されてディーゼル燃焼を行なう。
【００２３】
　また、本例のディーゼルエンジンは、ベース燃料を改質して水素を生成する反応器(6) 
を備えている。反応器(6) の容器内には、吸熱反応である脱水素反応によってベース燃料
から水素を引き抜く脱水素触媒が収納されている。この反応器(6) には、ベース燃料タン
ク(1) からベース燃料を供給するためにポンプ(2) が接続されており、またエンジン本体
(5) から排気ガスを排出する排気管が接続されている。これによって、ベース燃料タンク
から反応器(6) に供給されたベース燃料は、エンジン本体(5) から排出される排気ガスの
熱を有効に利用して脱水素触媒により脱水素反応を起こし、改質燃料に改質され、また副
産物として水素が生成される。なお、エンジン本体(5) からの排気ガスは反応器(6) を通
して排気ガス浄化触媒（例えばＮＯX 吸蔵触媒）(10)を経て排出される。
【００２４】
　排気ガスの温度が反応器(6) が作動する温度以上に高まると、ベース燃料は上述のよう
に反応器(6) を経て改質され、得られた改質燃料は、改質燃料系として設けたタンク(7) 
、ポンプ(8) から前記噴射弁(3) を経てエンジン本体(5) に供給される。
【００２５】
　改質燃料専用の供給系であるタンク(7) 、ポンプ(8) を用い、噴射弁(3) を利用してエ
ンジン本体(5) に必要に応じて改質燃料を供給できる構成をとることにより、セタン価が
低い改質燃料を、低いセタン価の燃料でも運転可能な高負荷時のみに特化して精密に制御
して供給することが可能となるので、エンジン出力性能が維持される。
【００２６】
　ベース燃料を反応器(6) で改質した際に得られた水素は、精製することなく図１中実線
で示すように吸気管(4) に供給し、エンジン本体(5) で燃焼に利用しても良いし、また図
示はしないが水素を貯蔵・供給するシステム、例えば水素専用のタンク及び噴射系を設け
れば、水素を必要時に必要量だけ供給することができるので、水素を希薄燃焼条件下での
み利用することができ、水素を効果的に燃焼させて水素による燃焼効率のさらなる向上を
得ることができる。高負荷時にはより多くの空気を供給するために充填効率が高い条件下
で燃焼する必要があるため、かかる条件下で水素を供給するとその分だけ空気量が減少し
て充填効率が低下し、好ましくないが、出力が低い希薄燃焼条件下であれば水素を供給す
ることによって燃焼効率向上の効果が得られるからである。
【００２７】
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　また、ベース燃料を反応器(6) で改質して際に得られた水素は、上述のようにエンジン
本体(5) に供給して燃焼効率の向上に役立てる他、又はかかる用途と共に、図１中破線で
示すように排気ガス浄化触媒(10)に供給して触媒のＮＯX の還元剤として利用することも
できる。
【００２８】
　このように、排気ガス浄化触媒として例えばＮＯX 吸蔵触媒を装着したエンジンでは、
ＮＯX の還元や触媒の硫黄被毒回復のために、反応器(6) で生成した水素を使用すれば、
燃料（リッチスパイク）の節約を通じて、燃費の向上に寄与できる。
【００２９】
　なお、ベース燃料中のナフテン含有量が少なく、改質によるセタン価の低下が小さい場
合には、得られた改質燃料は、上述のように改質燃料系から噴射弁(3) を介してエンジン
本体(5) に供給してもよいが、図１中に破線で示すようにベース燃料タンク(1) に直接戻
してもよい。この場合には、改質燃料とベース燃料が混合し、燃料全体としてのセタン価
が減少する。また、この場合には、改質燃料系としてのタンク(7) 、ポンプ(8) は不要で
あり、改質燃料はベース燃料とともにポンプ(2) によって加圧して噴射弁(3) からエンジ
ン本体(5) に供給されて燃焼される。この場合には、高負荷時のみに低いセタン価の改質
燃料を供給することはできないので改質によるセタン価の低下が少ない燃料にのみ適用で
きる。
【００３０】
　なお、ナフテン系燃料から水素を引き抜く脱水素触媒としては、例えば特開２００６－
２５７９０６に記載されているように、２５０℃以上に加熱した白金を担持した触媒が利
用可能であり、これによってベース燃料から、水素と、脱水素燃料である改質燃料として
の芳香族系燃料を得ることができる。反応器(6) 中の脱水素触媒の温度は２５０℃以上、
望ましくは３００℃以上が必用であるが、高転化率、すなわち、より多くの芳香族系燃料
が必用な運転条件は高負荷条件下であり、その条件下では高い排気ガス温度が得られるの
で上記脱水素触媒によるベース燃料の脱水素反応は問題なく行なわれる。
【００３１】
　なお、ベース燃料としては、セタン価が高く、かつ転化後のセタン価低下が比較的小さ
い事が必要であり、ジメチルデカリン（ＣＮ＝４０、転化後のジメチルナフタレンはＣＮ
＝１８）を１０％含有する市販型軽油（ＣＮ＝５７）を用いることができる。また、ナフ
テン含有量が多い燃料、例えば純度９５％以上のジメチルデカリン溶剤を用いると、転化
後の芳香族系燃料のセタン価が２０以下となり、空気を圧縮して自己着火するディーゼル
エンジンには不適当となる。
　一方、シクロヘキサンを例とした脱水系反応は下記の通りであり、１モルのシクロヘキ
サンから１モルのトルエンと、３モルの水素が生成し、熱回収ができる。
　Ｃ7 Ｈ14→Ｃ7 Ｈ8 ＋３Ｈ2 ＋△Ｈ＝２０５ｋＪ／ｍｏｌ
【００３２】
　以上説明した第１実施形態のディーゼルエンジンによれば、低温条件下（反応器が作動
しない排気ガス温度条件下）では、セタン価の高い例えばナフテン系燃料（ベース燃料）
をエンジンに供給し、改質によって得られたセタン価の低い例えば芳香族系燃料（改質燃
料）は高温条件下においてのみエンジンに供給することにより、廃熱回収、水素の活用（
燃焼効率の向上、排気ガス浄化触媒の還元）を行うことができる。
【００３３】
　２．第２実施形態（図２）
　以下に、本発明の第２実施形態を図２を参照して詳細に説明する。
　本例は、混合気を圧縮して自己着火させるディーゼルエンジンに係り、特に排気ガスの
熱と脱水素触媒を用いてベース燃料をセタン価の低い燃料に改質するとともに水素を生成
する反応器を備え、これらセタン価の異なる２種類の燃料を負荷に応じて適宜に供給制御
することで排出ガスの低減と燃費の向上を同時に達成できるＰＣＣＩエンジンに関するも
のである。
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【００３４】
　ベース燃料は、比較的高いセタン価を有し、かつ改質によるセタン価の低下が大きい燃
料、例えばエチルシクロヘキサン（ＣＮ＝４０、転化後のＣＮ＝８）、ジメチルデカリン
（ＣＮ＝４０、転化後のＣＮ＝１８）等がリッチな燃料を使用する。本例のディーゼルエ
ンジンであるＰＣＣＩエンジンでは、セタン価が大きく異なる二種類の燃料を適宜制御し
て供給・燃焼させる必要があり、ベース燃料としてはナフテンリッチな燃料を用いること
が前提となる。
【００３５】
　低温度条件下では、セタン価の高いベース燃料は、ベース燃料タンク(1) から、ポンプ
(2) に加圧されて噴射弁(3) からエンジン本体(5) に供給されて燃焼される。
【００３６】
　また本例のＰＣＣＩエンジンは、ベース燃料をセタン価の低い燃料に改質して水素を生
成する反応器(6) を備えている。反応器(6) の容器内には、吸熱反応である脱水素反応に
よってベース燃料から水素を引き抜く脱水素触媒が収納されている。この反応器(6) には
、ベース燃料タンク(1) からベース燃料を供給するためにポンプ(2) が接続されており、
またエンジン本体(5) から排気ガスを排出する排気管が接続されている。これによって、
ベース燃料タンクから反応器(6) に供給されたベース燃料は、エンジン本体(5) から排出
される排気ガスの熱を有効に利用して脱水素触媒により脱水素反応を起こし、セタン価の
低い改質燃料に改質され、また副産物として水素が生成される。なお、エンジン本体(5) 
からの排気ガスは反応器(6) を通して排気ガス浄化触媒（例えばＮＯX 吸蔵触媒）(10)を
経て排出される。
【００３７】
　高温度条件下では、排気ガスの温度が反応器(6) が作動する温度以上に高まると、ベー
ス燃料は上述のように反応器(6) を経て改質され、得られた改質燃料は、改質燃料系とし
て設けたタンク(7) 、ポンプ(8) 、噴射弁(9) を経てエンジン本体(5) に供給してもよい
し、図２中破線で示すようにベース燃料の噴射弁(3) を利用してエンジン本体(5) に供給
しても良い。
【００３８】
　このように、本例のようなＰＣＣＩエンジンでは、燃焼の開始（着火）を燃料の自己着
火に依存しているので、燃焼室内の温度が低い冷機時や低負荷条件下では、着火性に優れ
た（セタン価の高い）燃料が必要であり、一方、燃焼室内の温度が高い高負荷条件下では
、着火性の良好な燃料は、燃焼室内で多点同時着火による急激な燃焼（ノッキング）を起
こすので、ＮＯX や燃焼騒音の急増やエンジンの損傷を起こす事から、着火性の低い（セ
タン価の低い）燃料が必要となる。そこで、低温条件下ではセタン価の高い燃料を供給し
、高温条件下ではセタン価の低い燃料を供給するために、エンジン条件（負荷、速度等）
を図示しないセンサ等によって検出し、適当なエンジン条件を境として燃料の種類を切り
替え、又はエンジン条件の変化に伴って二種類の燃料の供給比率を適宜に変更していくよ
うに、図示しない制御手段による燃料供給制御を行い、より広範囲な運転領域でＰＣＣＩ
燃焼を成立させて、排出ガスの低減と燃費の向上を同時に達成している。
【００３９】
　ベース燃料を反応器(6) で改質して際に得られた水素は、精製することなく図２中破線
で示すように吸気管(4) に供給し、エンジン本体(5) で燃焼に利用しても良いし、また同
図中実線で示すようにタンク(11)に貯蔵し、噴射系(12)で吸気管(4) に供給し、エンジン
本体(5) で燃焼させてもよい。水素専用のタンク(11)及び噴射系(12)を設けた場合には、
水素を希薄燃焼条件下でのみ利用することができ、水素による燃焼効率のさらなる向上が
得られる。すなわち、高負荷時にはより多くの空気を供給するために充填効率が高い条件
下で燃焼する必要があるため、かかる条件下で水素を供給するとその分だけ空気量が減少
して充填効率が低下し、好ましくないが、出力が低い希薄燃焼条件下であれば水素を供給
することによって燃焼効率向上の効果が得られるからである。
【００４０】
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　また、ベース燃料を反応器(6) で改質して際に得られた水素は、上述のようにエンジン
本体(5) に供給して燃焼効率の向上に役立てる他、又はかかる用途と共に、図１中破線で
示すように排気ガス浄化触媒(10)に供給してＮＯX の還元剤として利用することもできる
。
【００４１】
　このように、排気ガス浄化触媒として例えばＮＯX 吸蔵触媒を装着したエンジンでは、
触媒の還元剤として、反応器(6) で生成した水素を使用すれば、燃料の節約を通じて、燃
費の向上に寄与できる。
【００４２】
　なお、ナフテン系燃料から水素を引き抜く脱水素触媒や、改質に伴う反応の一例は第１
実施形態で説明したものと同様であるのでその記述を援用するものとする。
【００４３】
　以上説明した第２実施形態のディーゼルエンジンであるＰＣＣＩエンジンによれば、低
温条件下ではセタン価の高い例えばナフテン系燃料（ベース燃料）をエンジンに供給して
低負荷限界を拡大し、高温条件下ではセタン価の低い例えば芳香族系燃料（改質燃料）を
供給して高負荷限界を拡大すると同時に、廃熱回収と水素の活用（燃焼効率の向上、排気
ガス浄化触媒の還元）を図ることができる。
【００４４】
　このように、本発明のディーゼルエンジンは、吸熱反応により例えばナフテンを芳香族
に転化する脱水素触媒を充填した反応器を具えており、この反応器を排気ガスの熱で作動
させるものであるため、排気ガスの熱を有効利用して燃料改質を行ない、水素を生成する
ことができる。従って、圧縮着火エンジン用燃料としての特定の蒸留性状を有し、例えば
ナフテンが豊富な燃料油組成物を、これよりも低いセタン価を有する改質燃料、例えば芳
香族系燃料に改質して供給することができるので、ディーゼルエンジンやＰＣＣＩエンジ
ンにおいて排気ガスとＣＯ2 の効果的な同時削減を達成することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本発明の第１実施形態の全体構成図である。
【図２】本発明の第２実施形態の全体構成図である。
【符号の説明】
【００４６】
　(1) …ベース燃料タンク
　(2) …ポンプ
　(3) …噴射弁
　(4) …吸気管
　(5) …エンジン本体
　(6) …反応器
　(7) …改質燃料系のタンク
　(8) …改質燃料系のポンプ
　(9) …改質燃料系の噴射弁
　(10)…排気ガス浄化触媒
　(11)…水素供給用のタンク
　(12)…水素供給用の噴射系



(9) JP 2010-101195 A 2010.5.6

【図１】 【図２】



(10) JP 2010-101195 A 2010.5.6

フロントページの続き

(72)発明者  玉之内　光男
            埼玉県戸田市新曽南三丁目１７番３５号　株式会社ジョモテクニカルリサーチセンター内
Ｆターム(参考) 3G023 AA02  AB05  AC04  AC08  AG05 
　　　　 　　  3G091 AA18  AB04  AB05  AB06  BA14  CA19  DA02  FA13  FA14 
　　　　 　　  3G092 AA02  AB15  BB20  DE17  FA24  GA05  GA06  HB08Z


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

